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succ が N より大きくなるまで cwnd を維持し、N を
超えたら 1/(2×count)分だけウィンドウサイズを増加さ
せ、succを初期値の 0 に戻し、countを 1 増加させる。








































































3.1 重複 ACK 
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 (a) Chain Topology     (b) Random Topology 




ロー数を 1, 4[flow]、ホップ数を 1~10[hop]、ノード間距
離を 100[m]、とする。各方式のスループットと平均 RTT
をそれぞれ図 2と図 3 に示す。 










































































































































































Reno Vegas Compound CUBIC NewVegas Proposal
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